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要旨 : 
自動車車体に使用される鋼板は，塩害による腐食問題に端を発し，車体防錆対策上，従来

の冷延鋼板に代わって表面処理鋼板の使用へと大きく変化している。自動車用表面処理鋼

板として，片面亜鉛めっき鋼板をはじめ，薄めっきで高耐食性を有する Zn-Ni 合金めっき

鋼板，冷延鋼板と同等の化成処理性，塗装性を有する車体外面用 Fe-P/Zn-Ni，Fe-P/Zn-Fe
二層型合金めっき鋼板等を開発した。本報告では，これら鋼板の開発状況を振り返りなが

ら，Zn-Ni 合金めっき鋼板をベースにした薄膜有機被覆鋼板，耐パウダリング性に優れた合

金化溶融亜鉛めっき鋼板，極微粒子アルミナを分散した Zn-Co-Cr-Al2O3 分散めっき鋼板

の開発など，最近の進歩について述べる。 

 
Synopsis : 
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